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多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
『
魏
志
』
倭
人
伝
（
正
確
に
は
『
三
国
志
』
魏
書
東
夷
伝
倭
人
條
で
あ
る
が
、
『
魏
志
』
の
表
記
は
史
料
に
も
あ
り
、
『
魏
志
』
倭
人
伝
の
表
現
も
定
着
し
て
い
る
の
で
こ
れ
に
従
う
）
が
三
国
魏
の
立
場
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
西
嶋
定
生
氏
は
「
魏
志
』
倭
人
伝
の
字
数
を
一
九
八
三
字
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
倣
っ
て
『
三
国
志
』
魏
書
の
他
の
外
国
伝
の
字
数
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
夫
余
’
七
一
五
字
、
東
沃
沮
‐
上
ハ
七
八
字
、
据
婁
’
二
七
六
字
、
猿
’
四
七
五
字
、
韓
’
’
四
二
七
字
（
辰
韓
二
八
字
・
弁
辰
三
九
九
字
・
馬韓九一○字）、烏丸’四六一一字、鮮卑’’二三○字
多
少
の
数
え
違
い
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
蜀
書
・
呉
書
に
は
外
国
伝
が
な
い
の
で
、
『
三
国
志
」
の
外
国
伝
で
は
倭
人
伝
の
字
数
の
最
も
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
後
の
中
国
の
正
史
で
は
、
倭
人
伝
や
日
本
伝
（
『
新
唐
書
』
以
後
）
の
字
数
は
少
な
く
な
り
、
他
の
外
国
伝
に
比
べ
て
倭
人
伝
の
字
数
が
最
も
多
い
の
は
「
三
国
志
」
だ
け
で
あ
る
。
「
魏
志
」
倭
人
伝
は
、
邪
馬
台
法
政
史
学
第
五
十
九
号
中
国
史
の
眼
で
『
魏
志
」
倭
人
伝
を
読
む
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国
ま
で
の
里
程
記
事
や
卑
弥
呼
の
様
子
な
ど
精
彩
に
富
ん
だ
記
述
で
知
ら
れ
る
が
、
た
ま
た
ま
詳
し
い
記
録
が
残
っ
た
の
で
は
な
く
、
倭
に
対
す
る
魏
の
強
い
関
心
が
あ
っ
て
そ
の
記
事
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
魏
と
倭
と
の
遣
使
の
回
数
及
び
そ
の
性
格
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
倭
国
（
邪
馬
台
国
）
か
ら
魏
へ
の
遣
使
は
、
景
初
三
年
（
二
一一一九）・正始四年（一一四三）・正始八年（一一四七）の卑弥呼の使者
及
び
年
次
不
明
（
正
始
八
年
以
後
間
も
な
く
か
）
の
壱
与
の
使
者
の
計
四
回
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
正
始
八
年
以
外
の
使
者
は
す
べ
て
魏
都
の
洛
陽
ま
で
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
魏
か
ら
倭
国
（
邪
馬
台
国
）
へ
の
遣
使
は
、
正
始
元
年
の
建
中
校
尉
（
建
忠
校
尉
の
誤
記
か
）
梯
儒
、
正
始
八
年
以
後
の
塞
曹
橡
史
張
政
の
二
回
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
帯
方
郡
の
属
吏
の
派
遣
で
あ
る
が
、
梯
儒
は
卑
弥
呼
を
親
魏
倭
王
に
仮
授
（
拝
仮
）
す
る
制
詔
と
「
親
魏
倭
王
」
金
印
と
を
持
参
し
た
。
張
政
は
、
難
升
米
に
仮
授
す
る
黄
瞳
と
そ
の
旨
を
記
し
た
詔
書
と
を
持
参
し
た
の
み
な
ら
ず
、
卑
弥
呼
の
死
後
に
立
て
ら
れ
た
壱
与
に
対
す
る
撒
文
を
起
草
し
て
、
壱
与
を
支
持
す
る
魏
の
姿
勢
を
明
示
し
た
。
彼
等
は
い
ず
れ
も
魏
の
中
央
政
府
の
た
め
に
邪
馬
台
国
の
王
の
地
位
を
支
金
子
修
五
八
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卑
弥
呼
か
ら
魏
へ
初
め
て
派
遣
さ
れ
た
難
升
米
・
都
市
牛
利
に
つ
い
て
は
、
「
魏
志
」
倭
人
伝
は
こ
れ
を
景
初
二
年
六
月
の
こ
と
と
す
る
が
、
景
初
一一年（一一三八）が景初三年（一一一一一九）の誤りであることは定説で
ある。帯方郡は、三世紀初頭に遼東の公孫氏が建てた郡である。
既に後漢末から自立していた公孫氏は、一一一国時代には江南の呉と
持
、
強
化
す
る
働
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
魏
の
朝
廷
の
意
向
と
堅
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
近
代
に
お
い
て
、
日
本
の
君
主
が
中
国
と
比
較
的
頻
繁
に
使
者
を
交
わ
し
た
の
は
唐
代
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
十
年
ほ
ど
の
間
に
日
中
で
使
者
が
数
回
ず
つ
往
復
し
た
例
は
、
こ
の
時
以
外
に
は
白
村
江
の
戦
い
の
翌
年
以
後
の
唐
と
日
本
と
の
交
渉
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
、
六
六
四
年
か
ら
六
七
二
年
ま
で
の
九
年
間
に
唐
の
使
者
は
五
回
ほ
ど
日
本
（
倭
）
に
来
て
お
り
、
回
数
か
ら
言
え
ば
魏
と
倭
と
の
交
渉
の
時
よ
り
も
多
い
。
し
か
し
、
大
半
は
唐
の
百
済
占
領
軍
司
令
官
た
る
百
済
鎮
将
劉
仁
願
の
使
い
で
あ
り
、
唐
朝
廷
か
ら
の
使
者
と
解
し
得
る
の
は
六
六
七
年
の
劉
徳
高
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
魏
の
邪
馬
台
国
へ
の
使
節
は
回
数
こ
そ
少
な
い
が
中
央
直
結
型
で
あ
り
、
使
者
の
役
割
は
唐
の
場
合
に
比
べ
て
遙
か
に
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
魏
志
」
倭
人
伝
す
な
わ
ち
『
三
国
志
』
魏
書
東
夷
伝
倭
人
條
は
、
倭
に
対
す
る
魏
の
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
点
で
、
他
の
中
国
正
史
の
倭
人
伝
・
日
本
伝
と
は
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
難
升
米
・
都
市
牛
利
派
遣
以
後
の
魏
と
倭
と
の
交
渉
記
事
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
中
国
史
の
眼
で
『
魏
志
』
倭
人
伝
を
読
む
（
金
子
）
｜’
も
交
渉
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
不
安
を
抱
い
た
魏
が
公
孫
氏
の
燕
を
滅
ぼ
し
た
の
が
景
初
二
年
八
月
で
、
帯
方
郡
は
そ
れ
以
前
は
公
孫
氏
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
難
升
米
た
ち
は
帯
方
郡
に
至
っ
て
天
子
に
朝
献
す
る
こ
と
を
求
め
、
帯
方
郡
の
官
吏
に
伴
わ
れ
て
洛
陽
ま
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
交
渉
は
、
景
初
三
年
六
月
段
階
で
は
あ
り
得
る
が
前
年
の
六
月
で
は
あ
り
得
ず
、
難
升
米
ら
の
遣
使
は
景
初
三
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
卑
弥
呼
は
朝
鮮
半
島
や
中
国
の
事
情
を
逸
早
く
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
帯
方
郡
が
公
孫
氏
の
設
置
当
初
か
ら
倭
や
韓
を
管
轄
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
西
嶋
定
生
「「倭韓これに属す』の解」、同『倭国の出現』所収、東京大学出
版
会
、
’
九
九
九
年
、
初
出
は
一
九
九
四
年
）
。
帯
方
郡
は
魏
と
倭
と
の
交
渉
の
窓
口
と
な
り
、
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
「
郡
」
と
あ
る
の
は
す
べ
て
帯
方
郡
を
指
す
の
で
あ
る
。
難
升
米
ら
は
景
初
三
年
の
う
ち
に
洛
陽
に
到
り
、
’
二
月
に
は
卑
弥
呼
を
親
魏
倭
王
に
任
ず
る
「
制
詔
親
魏
倭
王
卑
弥
呼
」
で
始
ま
る
文
書
が
発
布
さ
れ
た
。
「
制
詔
」
と
い
う
の
は
、
策
書
・
制
書
・
詔
書
・
戒
書
と
い
う
漢
代
の四種の公文書のうち、制書の書き出しの文一一一一口である（察菖『独
断
』
。
つ
ま
り
、
卑
弥
呼
は
制
書
に
よ
っ
て
親
魏
倭
王
の
称
号
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
漢
制
で
は
「
王
」
は
策
書
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
卑
弥
呼
は
漢
制
よ
り
一
段
階
低
い
扱
い
で
「
王
」
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
栗
原
朋
信
氏
に
よ
れ
ば
、
周
辺
諸
民
族
の
外
臣
は
漢
の
国
内
の
内
臣
に
比
べ
て
一
段
階
低
い
規
格
の
印
章
を
受
け
て
い
た
（
「
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
る
秦
漢
璽
印
の
研
究
」
、
同
『
秦
漢
史
の
研
究
」
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
’
九
六
○
年
）
。
そ
こ
で
大
庭
脩
氏
は
、
卑
弥
呼
の
受
け
た
制
書
五
九
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も
漢
代
と
同
じ
く
外
臣
を
内
臣
よ
り
一
段
階
低
く
扱
う
制
度
の
適
用
で
あ
る
、
と
理
解
し
た
ｓ
親
魏
倭
王
』
学
生
社
、
’
九
七
一
年
、
増
補
版
、
二
○
○
｜
年
）
。
こ
れ
に
対
し
て
杉
本
憲
司
・
森
博
達
両
氏
は
、
曹
操
を
魏
公
に
封
ず
る
播
副
「
冊
魏
公
九
錫
文
」
（
『
文
選
』
巻
三
五
）
に
「
制
詔
使
持
節
丞
相
領
翼
州
牧
武
平
侯
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
大
庭
氏
の
見
解
に
疑
問
を
呈
し
た
（
「
魏
志
』
倭
人
伝
を
通
読
す
る
」
、
森
浩
一
編
『
日
本
の
古
代
１
倭
人
の
登
場
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、
’
九
八
五
年
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
文
中
に
は
「
授
君
印
綬
冊
書
」
の
一
句
も
あ
る
。
極
め
て
多
彩
な
国
際
関
係
を
展
開
し
た
唐
代
で
は
、
儀
礼
上
外
臣
を
内
臣
よ
り
一
段
階
低
く
扱
っ
た
徴
証
は
な
く
、
ま
た
漢
代
印
章
制
度
の
理
解
に
基
づ
く
栗
原
氏
の
内
臣
・
外
臣
論
に
も
再
検
討
の
余
地
は
あ
る
（
拙
著
『
陪
唐
の
国
際
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
』
名
著
刊
行
会
、
二
○
○
｜
年
）
。
大
庭
氏
の
見
解
は
大
変
興
味
深
い
が
、
杉
本
・
森
両
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
こ
れ
も
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い。卑
弥
呼
の
制
書
の
内
容
は
、
親
魏
倭
王
と
す
る
任
命
書
の
前
半
部
と
魏
の
朝
廷
の
賜
物
を
列
挙
し
た
後
半
部
と
の
二
部
か
ら
成
っ
て
お
り
、
後
半
部
は
さ
ら
に
卑
弥
呼
の
貢
物
に
対
す
る
魏
の
回
賜
品
と
、
有
名
な
銅
鏡
百
枚
を
含
む
特
別
な
好
物
（
良
い
物
）
の
賜
与
と
の
二
種
の
リ
ス
ト
に
分
か
れ
て
い
る
。
唐
代
で
は
任
命
書
は
告
身
と
呼
ば
れ
る
が
、
朝
廷
か
ら
異
民
族
に
贈
る
リ
ス
ト
は
別
録
な
ど
と
呼
ば
れ
、
異
民
族
に
対
す
る
告
身
や
国
書
と
は
別
に
作
成
さ
れ
る
。
卑
弥
呼
の
制
書
は
こ
れ
ら
の
内
容
が
一
つ
の
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
書
の
形
式
が
整
備
さ
れ
て
い
く
途
上
に
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
制
書
と
「
親
魏
倭
王
」
の
金
印
と
は
装
封
し
て
い
っ
た
ん
帯
方
太
守
に
付
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
難
升
米
の
帰
国
に
法
政
史
学
第
五
十
九
号
六
○
も
た
ら
同行した梯儒によって倭国に齋された。一方、回賜口叩や好物は装
封
し
て
難
升
米
・
都
市
牛
利
に
付
さ
れ
て
お
り
、
卑
弥
呼
の
制
書
の
前
半
部
に
記
さ
れ
た
も
の
と
後
半
部
の
も
の
と
の
扱
い
に
は
明
ら
か
に
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
親
魏
倭
王
」
の
金
印
や
そ
の
根
拠
と
な
る
制
書
を
難
升
米
ら
の
使
者
に
手
渡
し
た
場
合
、
そ
の
使
者
が
身
に
着
け
て
自
ら
親
魏
倭
王
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
用
心
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
国
際
関
係
に
お
け
る
印
章
の
授
与
の
仕
方
を
示
す
、
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
な
お
、
卑
弥
呼
の
金
印
紫
綬
や
難
升
米
の
黄
瞳
は
、
い
ず
れ
も
「
仮
授
」
さ
れ
て
い
る
。
「
仮
授
」
の
語
は
こ
の
頃
の
正
史
に
多
出
す
る
が
、
そ
の
定
義
は
正
史
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
「
仮
授
」
の
内
容
を
特
定
す
る
の
は
些
か
困
難
で
あ
る
が
、
「
通
常
で
は
与
え
ら
れ
な
い
者
に
特
別
に
授
与
の
資
格
を
認
め
る
」
意
味
に
取
れ
ば
概
ね
妥
当
す
る
か
と
思
う
。
そ
の
「
特
別
に
授
与
す
る
」
條
件
が
、
現
実
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
あ
る
。
親
魏
倭
王
の
称
号
に
つ
い
て
は
、
既
に
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
卑弥呼がこの称号を受ける十年前の太和一一一年（’’一一九）’二月、
大
月
氏
王
波
調
（
ク
シ
ャ
ー
ン
朝
の
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
こ
が
魏
に
遣
使
奉
献
し
て
親
魏
大
月
氏
王
の
称
号
を
得
た
が
、
異
民
族
の
王
が
「
親
魏
某
王
」
の
称
号
を
得
た
の
は
以
上
の
一
一
例
に
尽
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
三
国
志
』
巻
一一一三蜀書後主伝の斐松之註所引の『諸葛亮集」に拠れば、蜀の建
興五年（一一一一七）三月の後主劉禅の詔に「涼州（甘粛省）の諸国
王
が
月
支
（
大
月
氏
）
や
康
居
の
胡
侯
数
十
人
を
伴
っ
て
蜀
に
至
り
、
蜀
軍
が
北
上
し
て
魏
と
戦
う
時
に
は
兵
馬
を
率
い
て
そ
の
先
駆
と
な
る
こ
と
を
申
し
出
た
」
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。
す
る
と
、
波
調
に
対
す
る
大
月
氏
王
の
授
与
は
、
こ
う
し
た
涼
州
や
大
月
氏
と
蜀
漢
と
の
連
繋
を
察
Hosei University Repository
知
し
た
魏
が
、
大
月
氏
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
連
繋
を
絶
ち
、
西
域
諸
国
が
蜀
に
助
兵
す
る
の
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
も
の
、
と
推
定
さ
れ
る
、
そ
こ
で
、
卑
弥
呼
に
「
親
魏
倭
王
」
の
称
号
を
与
え
た
こ
と
も
、
魏
が
倭
国
に
対
し
て
同
様
の
役
割
を
期
待
し
た
行
為
と
解
し
得
る
。
「
魏
志
』
倭
と
う
や
人
伝
で
は
、
邪
馬
台
国
は
会
稽
東
冶
の
東
、
即
ち
く
う
曰
の
福
建
省
福
州
市
付
近
の
東
海
上
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
魏
の
把
握
し
た
邪
馬
台
国
以
下
の
倭
国
の
戸
数
の
総
計
一
五
万
余
戸
は
、
公
孫
氏
の
燕
の
四
万
戸
を
遙
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
福
州
市
は
福
建
省
の
沿
岸
部
、
台
湾
の
北
西
方
向
に
当
た
り
、
そ
の
東
の
海
上
は
呉
の
横
腹
の
位
置
を
占
め
る
。
そ
こ
に
倭
国
や
邪
馬
台
国
が
あ
っ
た
と
魏
が
誤
認
し
、
こ
れ
に
呉
を
牽
制
す
る
役
割
を
期
待
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
西
嶋
定
生
「
親
魏
倭
王
冊
封
に
至
る
東
ア
ジ
ア
の情勢」『西嶋定生東アジア史論集』第一一一巻所収、岩波書店、二
○
○
二
年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）
。
このような遠交近攻の策は、一一一国の他の王朝にも見られる。蜀
き
ざ
ん
では、建興九年（’’’二｜）に諸葛孔明が祁山（甘粛省礼県東北）
た
い
じ
ん
を
囲
ん
だ
時
、
北
ア
ジ
ア
に
い
る
鮮
卑
の
大
人
輌
比
能
を
招
き
、
舸
比
能
も
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
連
繋
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
同
年
（
魏
の
大
和
五
年
）
四
月
に
舸
比
能
は
魏
の
幽
州
（
北
京
市
）
に
至
っ
て
名
馬
を
貢
ぎ
、
魏
は
護
甸
奴
中
郎
将
を
復
置
し
た
。
こ
れ
は
、
魏
の
北
側
に
位
置
す
る
鮮
卑
に
初
め
蜀
が
働
き
か
け
、
そ
れ
を
察
知
し
た
魏
も
鮮
卑
に
働
き
か
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
川
の
蜀
が
朔
北
で
活
動
す
る
鮮
卑
と
も
接
触
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
呉
で
は
黄
龍二年（二一一一○）に将軍の衛温・諸葛直が甲士万人と共に黄海上
に
派
遣
さ
れ
、
夷
洲
・
寶
洲
の
所
在
地
を
探
索
し
た
。
夷
洲
・
寶
洲
は
、
秦
中
国
史
の
眼
で
『
魏
志
」
倭
人
伝
を
読
む
（
金
子
）
の
始
皇
帝
の
時
に
蓬
莱
の
神
山
と
仙
薬
と
を
求
め
た
徐
福
が
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
島
で
、
唇
気
楼
現
象
か
ら
そ
の
伝
承
が
生
ま
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
探
索
は
成
功
す
る
べ
く
も
な
い
が
、
そ
れ
が
呉
の
建
国
の
翌
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
魏
が
二
二
○
年
に
建
国
す
る
と
、
漢
王
朝
の
継
承
を
唱
え
て
い
た
劉
備
は
そ
の
翌
年
に
蜀
漢
を
建
国
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
孫
権
は
そ
の
後
も
長
く
魏
に
従
属
し
、
呉
を
建
国
し
た
の
は
一
一
二
九
年
四
月
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
当
然
魏
と
呉
と
の
関
係
は
緊
張
す
る
。
衛
温
と
諸
葛
直
た
が
と
は
訶
屯
に
違
っ
て
功
無
き
一
」
と
を
理
由
に
誹
殺
さ
れ
た
が
、
孫
権
が
海
上
に
ロ
マ
ン
を
追
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
二
人
の
処
分
は
余
り
に
も
重
い
。
建
国
に
よ
る
魏
と
の
対
立
を
受
け
て
孫
権
が
協
力
勢
力
を
海
上
に
求
め
、
そ
の
目
的
を
果
た
せ
な
か
っ
た
二
人
が
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
彼
ら
が
甲
士
万
人
を
率
い
て
い
た
事
実
も
、
夷
洲
・
宣
洲
の
探
索
が
大
規
模
な
軍
事
行
動
に
発
展
す
る
要
素
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
嘉禾元年（二一一一一一）から呉は公孫氏との接触を開始し、公孫氏も
応
じ
た
こ
と
が
魏
の
公
孫
氏
討
滅
に
つ
な
が
っ
た
が
、
こ
れ
は
東
方
勢
力
と
の
連
繋
の
試
み
に
失
敗
し
た
孫
権
が
、
｜
転
し
て
魏
の
東
北
に
接
す
る
公
孫
氏
と
の
接
触
を
計
っ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
西
嶋
定
生
氏
は
、
魏
が
倭
国
と
の
交
渉
に
当
た
っ
て
、
邪
馬
台
国
の
南
に
あ
っ
て
こ
れ
と
不
和
の
狗
奴
国
と
呉
と
が
連
繋
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
可
能
性
を
考
慮
し
て
い
る
が
、
呉
が
建
国
後
最
初
に
東
方
海
上
に
探
索
の
手
を
伸
ば
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
以
上
の
想
定
も
魏
に
と
っ
て
は
案
外
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
一ハ一
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話
は
前
後
す
る
が
、
難
升
米
ら
は
魏
に
使
い
し
た
時
に
大
夫
と
名
乗
っ
て
い
た
。
『
魏
志
」
倭
人
伝
の
倭
人
の
文
身
（
入
れ
墨
）
の
紹
介
記
事
の
中
に
は
、
「
自
古
以
來
、
其
使
詣
中
國
、
皆
自
稽
大
夫
」
と
い
う
文
が
あ
り
、
大
夫
は
倭
国
の
使
者
の
中
国
に
お
け
る
自
称
で
あ
っ
た
。
中
国
で
は
、
春
秋
時
代
の
諸
侯
の
臣
下
は
卿
ｌ
大
夫
Ｉ
士
の
階
層
に
分
か
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
大
夫
は
比
較
的
地
位
の
高
い
官
人
の
称
謂
で
あ
っ
た
。
難
升
米
ら
倭
人
の
大
夫
も
、
地
位
の
高
い
官
人
の
意
味
で
漠
然
と
用
い
ら
れ
た
、
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
後
漢
書
』
百
官
志
五
、
王
国
條
「
大
夫
」
の
本
性
に
は
、
「
掌
奉
王
使
至
京
都
、
奉
檗
賀
正
月
、
及
使
諸
國
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
後
漢
の
諸
侯
王
の
属
官
に
大
夫
が
あ
り
、
郡
国
の
使
と
し
て
上
計
し
て
正
月
に
皇
帝
に
朝
賀
の
挨
拶
を
し
た
り
、
他
の
諸
侯
王
の
国
に
使
者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
り
し
た
、
と
い
う
。
倭
国
使
の
難
升
米
ら
の
役
割
も
、
こ
の
王
国
の
大
夫
の
役
職
に
共
通
す
る
。
そ
こ
で
、
後
漢
の
役
割
を
知
っ
て
倭
国
が
自
国
の
使
者
に
大
夫
の
称
号
を
用
い
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
倭
国
は
同
時
代
の
中
国
の
官
職
に
つ
い
て
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
諸
侯
王
の
属
官
と
し
て
の
大
夫
の
称
号
を
意
図
的
に
用
い
た
と
す
れ
ば
、
自
ら
の
地
位
を
中
国
王
朝
の
諸
侯
王
に
比
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
卑
弥
呼
は
自
ら
を
外
臣
に
位
置
付
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
卑
弥
呼
の
意
図
を
そ
こ
ま
で
付
度
し
て
よ
い
か
自
信
が
な
い
が
、
後
漢
以
降
の
倭
国
が
漢
字
の
読
解
を
通
し
て
あ
る
程
度
中
国
の
文
化
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
、
想
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
正
始
元
年
（
二
四
○
）
の
難
升
米
・
都
市
牛
利
の
帰
国
の
際
に
は
、
前
述
法
政
史
学
第
五
十
九
号
１■■■■■
￣
｡■■■■■■■
一ハ一一
の
よ
う
に
梯
備
が
同
行
し
て
卑
弥
呼
を
倭
王
に
拝
仮
し
た
。
拝
仮
と
は
、
仮
授
の
拝
受
者
側
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
倭
王
と
な
っ
た
卑
弥
呼
は
帰
国
す
る
梯
僑
に
上
表
文
を
托
し
、
詔
恩
に
答
謝
し
た
。
次
い
で
正
始
四
年
（
二
四
一
一
一
）
に
、
大
夫
伊
声
耆
・
被
邪
狗
ら
八
人
が
遣
使
さ
れ
、
生
い
つ
は
い
口
・
倭
錦
等
を
献
上
し
て
率
善
中
郎
将
の
印
綬
を
一
拝
し
た
、
｜
拝
し
」
は
全
員
揃
っ
て
の
意
味
で
あ
る
。
正
始
六
年
に
は
詔
し
て
難
升
米
に
黄
瞳
が
賜
与
され、「郡に付して仮授」、すなわち帯方郡経由で手渡されること
に
な
っ
た
。
瞳
と
は
釣
鐘
の
よ
う
に
中
空
の
円
い
軍
旗
で
、
孫
権
が
燕
王
に
任
じ
た
公
孫
淵
に
与
え
た
り
、
鮮
卑
の
舸
比
能
に
対
立
し
て
青
龍
元
年
（
二
三一一一）に魏に来降した泄帰泥に、明帝が帰義王に拝すると共に賜
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
国
時
代
の
瞳
は
戦
略
上
重
要
な
人
物
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
鮮
卑
の
泄
帰
泥
を
除
け
ば
異
民
族
で
与
え
ら
れ
た
の
は
難
升
米
た
だ
一
人
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
魏
の
士
徳
を
示
す
黄
色
の
瞳
で
あ
っ
た
（
栗
原
朋
信
『
魏
志
」
倭
人
伝
に
み
え
る
邪
馬
台
国
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
の
一
面
」
、
同
『
上
代
日
本
対
外
関
係
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
）
。
帯
方
郡
の
使
者
に
よ
っ
て
蘭
さ
れ
た
こ
と
も
、
黄
瞳
の
賜
与
が
そ
れ
だ
け
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
な
ぜ
倭
の
遣
使
の
な
い
正
始
六
年
に
賜
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
栗
原
朋
信
氏
は
、
倭
と
連
繋
し
て
半
島
の
韓
族
を
制
圧
す
る
こ
と
を
魏
が
企
て
て
用
意
し
た
の
が
、
後
に
狗
奴
国
対
策
に
転
用
さ
れ
た
と
す
る
が
、
或
い
は
伊
声
耆
ら
の
遣
使
の
際
に
卑
称
呼
の
方
か
ら
要
望
し
て
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
正
始
八
年
（
二
四
七
）
に
な
る
と
、
卑
弥
呼
は
載
斯
鳥
越
ら
を
道
し
、
南
の
狗
奴
国
と
交
戦
状
態
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
帯
方
郡
で
は
塞
曹
橡
史
張
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政
を
遣
し
、
張
政
は
黄
瞳
賜
与
の
こ
と
を
述
べ
た
詔
書
と
黄
瞳
と
を
難
升
米
に
拝
仮
す
る
と
共
に
、
徹
を
作
っ
て
告
嗽
し
た
。
激
と
は
軍
を
起
こ
す
際
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
趣
意
書
で
、
張
政
は
邪
馬
台
国
と
狗
奴
国
と
の
抗
争
に
当
た
っ
て
、
徹
に
よ
っ
て
魏
の
邪
馬
台
国
支
持
の
姿
勢
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
黄
瞳
が
詔
書
と
セ
ッ
ト
で
蘭
さ
れ
た
の
は
、
卑
弥
呼
に
対
す
る
親
魏
倭
王
の
金
印
授
与
の
場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
黄
瞳
の
重
要
性
は
こ
の
点
に
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
張
政
が
邪
馬
台
国
に
着
い
た
時
に
は
卑
弥
呼
は
死
去
し
て
い
た
。
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
は
「
卑
弥
呼
以
死
」
と
あ
り
、
こ
の
「
以
」
を
「
も
っ
て
」
即
ち
「
そ
こ
で
」
の
意
味
に
解
す
れ
ば
、
張
政
が
到
着
し
て
か
ら
卑
弥
呼
は
死
去
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
『
漢
書
』
甸
奴
伝
上
元
鳳
二
年
（
前
七
九
）
條
に
は
、
是
時
衞
律
已
死
。
衞
律
在
時
、
常
言
和
親
之
利
、
旬
奴
不
信
。
及
死
後、兵數困、國益貧。
す
で
に
とある。この「以死」は、文脈から同音の巳の意味に取り、「日正
す
で
の時衛律は以に死んでいた」と解釈すべきである。「卑弥呼以死」
の
「
以
」
も
、
同
様
に
「
す
で
に
」
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
張
政
は
難
升
米
に
黄
瞳
を
渡
す
こ
と
は
で
き
た
が
、
そ
の
時
に
は
卑
称
呼
は
既
に
死
去
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
そ
の
後
に
男
王
が
立
っ
た
が
国
中
が
服
さ
ず
、
千
人
以
上
が
殺
さ
れ
る
事
態
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
卑
弥
呼
一
族
の
一
三
歳
の
少
女
壱
与
が
立
つ
と
国
中
が
安
定
し
た
。
こ
の
時
、
張
政
が
激
を
作
っ
て
壱
与
に
告
嗽
し
、
魏
王
朝
の
支
持
を
明
示
し
た
こ
と
は
初
め
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
壱与は被邪狗ら二十人を派遣して張政らを送り還し、被邪狗らは
さ
ら
に
洛
陽
ま
で
至
っ
て
男
女
生
口
三
十
人
、
異
文
雑
錦
二
十
匹
等
を
献
上
中
国
史
の
眼
で
『
魏
志
』
倭
人
伝
を
読
む
（
金
子
）
し
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
魏
志
」
倭
人
伝
に
被
邪
狗
が
「
倭
大
夫
率
善
中
郎
将
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
倭
か
ら
魏
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
の
う
ち
、
二
度
派
遣
さ
れ
た
の
は
被
邪
狗
だ
け
で
あ
り
、
彼
は
正
始
四
年
の
遣
使
の
際
に
率
善
中
郎
将
の
印
綬
を
受
け
て
い
た
。
当
時
の
公
印
は
身
分
証
明
書
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
二
度
目
の
遣
使
の
際
に
被
邪
狗
が
率
善
中
郎
将
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
初
回
に
受
け
た
そ
の
印
綬
を
持
参
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
魏
か
ら
受
け
た
印
綬
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
回
の
使
節
は
洛
陽
ま
で
ス
ム
ー
ス
に
旅
行
で
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
西
嶋
定
生
氏
は
、
漢
字
が
中
国
王
朝
と
の
外
交
交
渉
の
必
要
性
か
ら
周
辺
諸
国
に
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
が
、
被
邪
狗
が
二
度
目
の
遣
使
で
率
善
中
郎
将
を
名
乗
っ
た
の
も
そ
の
一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
前
掲
拙
著
所
収
「
倭
人
と
漢
字
」
、
初
出
は
一
九
九
九
年
）
。
そ
う
す
る
と
、
被
邪
狗の一肩書きに「倭大夫」とあるのも、「倭の自称では大夫」の意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
正
始
四
年
の
時
に
は
、
伊
声
耆
・
被
邪
狗
の
肩
書
き
は
大
夫
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
は
、
そ
の
下
の
率
善
中
郎
将
が
魏
に
と
っ
て
被
邪
狗
の
正
式
の
称
号
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
嶋
氏
は
、
前
掲
『
倭
国
の
出
現
』
の
絶
筆
と
な
っ
た
「
あ
と
が
き
」
で
、
『
魏
志
』
倭
人
伝
が
邪
馬
台
国
を
記
す
た
め
の
文
献
で
は
な
く
、
卑
弥
呼
も
決
し
て
邪
馬
台
国
の
女
王
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
西
嶋
氏
は
、
魏
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
魏
と
連
繋
し
よ
う
と
し
て
遣
使
し
た
倭
国
と
そ
の
王
と
し
て
の
卑
弥
呼
で
あ
っ
た
、
と一一一一口いたかったのであろう。この点を念頭に置くと、注意される
の
は
「
魏
志
」
倭
人
伝
に
お
け
る
邪
馬
台
国
や
卑
弥
呼
の
表
記
で
あ
る
。
実
は
、
同
伝
中
の
「
邪
馬
台
国
」
の
表
記
は
最
初
の
一
回
だ
け
で
、
そ
こ
で
一ハ一一一
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私
は
本
年
「
西
嶋
定
生
東
ア
ジ
ア
史
論
集
」
（
全
五
巻
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
二
年
）
の
編
集
に
参
画
し
た
が
、
晩
年
の
西
嶋
氏
が
倭
国
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
。
今
回
の
講
演
で
は
、
氏
の
提
言
を
受
け
て
私
な
り
に
考
え
た
「
魏
志
』
倭
人
伝
の
諸
特
徴
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
。
「
魏
志
』
倭
人
伝
が
中
国
で
、
中
国
の
論
理
を
以
て
書
か
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
は
御
理
解
頂
け
た
か
と
思
う
。
た
だ、準備期間や紙数の関係もあって、他の多くの研究者の業績に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
御
海
容
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る。
法
政
史
学
第
五
十
九
号
「
女
王
の
都
す
る
所
」
と
説
明
さ
れ
る
と
、
あ
と
は
「
女
王
国
」
と
記
さ
れ
る
。
中
国
で
は
、
唐
の
則
天
武
后
が
史
上
唯
一
の
女
性
皇
帝
で
あ
る
。
卑
弥
呼
が
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
魏
の
関
心
を
惹
き
、
そ
こ
で
以
後
の
邪
馬
台
国
の
表
記
は
女
王
国
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
卑
弥
呼
に
つ
い
て
も
、
そ
の
表
記
が
見
え
る
の
は
彼
女
の
共
立
を
伝
え
た
記
事
と
、
親
魏
倭
王
に
任
ず
る
制
書
の
冒
頭
と
の
二
箇
所
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
「
女
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
制
書
の
あ
と
は
四
回
の
う
ち
三
回
ま
で
「倭王」と表記され、「倭王」の表記はこの制書以前にはない。つ
ま
り
、
魏
は
卑
弥
呼
を
親
魏
倭
壬
に
任
じ
た
あ
と
に
倭
王
と
呼
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
被
邪
狗
の
率
善
中
郎
将
の
表
記
に
類
似
す
る
。
異
民
族
に
対
す
る
魏
の
官
職
授
与
は
、
厳
格
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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